















































しょう。三月でしたので「寒かっただろう、冷 かっただろう」と、濡れた状態で発見された家族に毛布をかけてあげる光景も多く見られました。そして、こん 辛い思いをした家族をもうそっとしておいてあげてほしい、触れないで、と思われたと容易に想像 きます　
私たち歯科医師はもちろん、その気持ちは十分理解しています。しかしその一方で、「きちんと身元を特定してあ
げたい」という思いがあります。私たちの遺体安置所での使命は、ご遺体を正しいご家族のも に返してあげることです。感情や先入観があって、記録を間違えてしま ら、違う人と間違 る危険性があります。ミスがないよう正確に、詳しく、お口の中を検査したいと思うわけで　
当初の遺体安置所では、全身を検査するブースだは卓球台で仕切られ たものの あとは床一面にご遺体が並べ






しんだと思いますか」という質問です。私はいつも「津波は一瞬のことだったと思います」と答えていました。水の中で苦しんで亡くなった方、冷たい中 凍えながら亡くなった方も多かったと思います。でもこの時はこの言葉か、私の中では浮かんできませんでした。そしてご家族も、頭ではわかっていらっしゃったと思います。それでも「それを聞いて安心しました（楽になりました）、ありがとうございます」と頭を下げてくださいました こちら頭を下げてしまう、そんなやりとりが何度もありま た。　
また、娘さんのご遺体を前にして、ある女性がおっしゃった言葉があります。「娘は見つかったけど、孫がまだ見つかって
いないのです。母親なのに子供 ら手を離す んて」。産まれて数ヶ月のお孫さんだったそうで 娘さん お孫さんの両方を亡くした悲しみや お孫さんだけが見つ らない不安や憤り、それがお嬢さんへのこんな言葉になったんだと思います。　
お父様を探している二十代ぐらいの女性からは、「私の歯を見てください」と言われました。女性は下の前歯二本
が癒合して て、「父も同じ歯をしています。知 ませんか」とおっしゃいました。「ここで 見ていません。でも特徴的だから、歯科医師が見ていれば記録 残して るはずです。 もいい情報です」とお話ししました。女性は「父と似ていると言われる はと も嫌だったはずなのに、今はこの歯が手掛か になればいいと思うなん 不思議ですね」 おっしゃって、次の安置所へと向か ました　
また、五十代ぐらいの女性からは「見て欲しい」と携帯電話を差し出されました。「警察が娘で間違いないと言う





















も事実です。警察・医師・歯科医師・自衛隊そのほかすべての専門業種たちが、自らの使命は果たされたのか、反省を次にどう活か べきなのか、現在検討が進んでいます。そして一方で、混乱があったか こそ、私たちは思いがけない環境の中で働くことになりました。そして遺体を並べ替えるといった、柔軟な対応を見せてくれた関係者もいます。私は宗教家で なく、精神や心理について勉強をした経験はありません。そして医師でもないので、患者さんの死に直接触れることもありませんでした。そし 今回、ご遺体だけでなく、ご遺族や被災者の方々と接したことで 歯科医師としての使命を再認識すると同時 、人 命と触れ合い、心というものを意識する機会をい だいたように思います。　
そして、東日本を通して私がもう一つ学んだこと、それは東北の方々の振る舞いや姿勢です。海外のメディアを中
心に日本人を賞賛する報道がありました。自ら 家の片付けをしながらも、支援にき いる警察車両・自衛隊車両が通るたびに深々と頭をさげる人々、遺体安置所でも私たちに「あり と ございます、お世話かけます、ご苦労様です」と労いの言葉をかけてくださいました。　
次の震災、それは私たちの番かもしれません。私たちは東北の方々のような精神性をもった行動ができるので ょ
うか。そんな問い も答えていかなくてはなりません。　
最後になりますが、東日本大震災で犠牲になられた方のご冥福と被災された方々へのお見舞いを述べ、私の講演と
させていただきます。ご静聴ありが うございました。
